福岡県児童における食育推進のための魚介類摂取の意識・嗜好の地域差 by 大仁田  あずさ et al.
－ 51 －






魚介類､ 小学生､ アンケート､ 摂取頻度､ 嗜好､ 調理法
福岡県児童における食育推進のための魚介類摂取の意識・嗜好の地域差
＊1 Nakamura Gakuen University, 5-7-1, Befu Jounan-ku Fukuoka-shi, Fukuoka, 814-0198
＊2 University of Occupational and Environmental Health, Japan,1-1,Iseigaoka yahatanishi-ku kitakyusyu-shi, Fukuoka, 807-8555
＊3 Graduate School of Nutritional Sciences, Nakamura Gakuen University, 5-7-1, Befu Jounan-ku Fukuoka-shi, Fukuoka, 814-0198
原 著 論 文
Regional Difference of a Survey on Awareness and Preference of Fish and Shellfish
Intake for Promoting Food and Nutrition Education by Elementary School Children
in Fukuoka Prefecture
Azusa OHNITA＊１, Yoshimi MINARI＊１, Noritaka TOKUI＊２, Fumiaki UCHIYAMA＊３
summary
児童の食生活や健康状態において､ 魚嫌いや魚離れに関する情報が氾濫しているが､ 実際に児童の魚離れや魚介類に関する報告は少な
い｡ そこで､ 児童の魚介類に対する意識・嗜好の実態を明らかにすることを目的に､ 生活環境の異なる市街部と農村部で調査を行い､ 比
較検討したので報告する｡ 対象および調査期間は市街部Ｆ市10校の５・６年生の児童1,082名 (2002年10月～11月)､ 農村部Ｕ郡17小学校
の５・６年生の児童1,183名 (2003年６月～７月) である｡ 調査は無記名の自記式質問紙調査法にて実施したものを基礎データとした｡
調査項目は､ 児童の食意識､ 魚介類のイメージ､ 摂取状況､ 栄養知識､ 知名度､ 嗜好等である｡ 解析は､ クロス集計を行い､ χ２検定を
用いた｡ 魚介類の嗜好に関しては１％レベルで有意差が認められ､ 魚が嫌いな児童は市街部に比べ農村部が高い数値を示し15.3％､ 17.5
％であり､ 嫌いな理由は骨がある､ くさい等であった｡ 児童の魚介類の栄養知識は､ 農村部に比べ市街部が有意に高値を示したが､ 科学
的根拠のない情報を得ている事が伺えた｡ 魚嗜好のイメージでは両地域で共通して､ おいしさと食べやすさの要因が深く影響していた｡
また､ 魚介類の摂取頻度や調理法の知識やその食体験に地域差は認められなかった｡ 本研究において､ 市街部と農村部の児童に大きな差
は認められず､ 魚はおいしいというイメージを持ち､ 魚が嫌いな児童は少ないという結果を得た｡ また国民栄養調査､ 食品群別摂取量の
魚介類の年次推移よりも､ 魚離れが急に起こっているとは考えにくい事が示唆された｡
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summary
Nutrient intakes according to age classes including schoolchildren in the national nutritional survey in fiscal 2000 showed an
insufficient carbohydrate intake and an excessive fat intake in children aged 7-14 years. This problem may be solved by recom-
mending intakes of rice as a staple and cereals and forming the habit of having Japanese low-fat dishes consisting of fish and shell-
fish as a main side dish, soybean products, and vegetables. As a basic study to improve reduced fish intake and form healthy
dietary habits involving fish, we developed a dietary education program for the ‶formation of a proper defecation habit by
Japanese-type medicated diets" using the precede/proceed model as a behavioral change model developed by Green, L.W. et al. in
the U.S., and evaluated its effects. An awareness/present status survey of fish and shellfish was performed in 1,082 children in the
5th/6th years of primary school in urban areas and 1,183 in rural areas in F Prefecture. No regional differences were observed.






























































調査内容は､ ｢属性｣､ ｢食意識｣､ ｢魚介類に対する実
態｣､ ｢魚介類に対する知識｣､ ｢魚介類に関する知名度､
食経験､ 嗜好度｣､ ｢魚介類の調理法に関する知名度､ 食
経験､ 嗜好度｣ の６項目に大別した｡ ｢魚介類に対する
実態｣ を把握するための指標として､ 魚介類に対する
｢嗜好｣､ ｢摂取頻度｣､ ｢嗜好と摂取頻度の関連｣､ ｢嗜好
とイメージの比較｣､ ｢家庭における魚介類の購入状況と
廃棄方法｣ を設定した｡ また､ ｢魚介類に対する知識｣
の指標として､ 魚介類の ｢旬に関する知識｣､ ｢鮮度の見
分け方に関する知識｣､ ｢栄養､ 働きに関する知識｣ を設





て好き｣ について複数回答を求めた｡ また､ 魚介類の調
理方法は､ 生；｢刺身｣､ 焼く；｢塩焼き｣､ ｢みそ焼き｣､
｢バター焼き｣､ 煮る；｢につけ｣､ ｢味噌煮｣､ ｢揚げ煮｣､















の男子507名 (49.1％)､ 女子526名 (50.9％) で､ 農村














した｡ ｢生きるため｣ と答えた児童が市街部62.1％､ 農
村部57.5％と高い数値を示し､ 次いで ｢おなかがすくか











き｣､ ｢どちらでもない｣､ ｢嫌い｣､ ｢大嫌い｣ の５項目に
ついて図２－１に結果を示した｡ 魚介類を好む児童は市





臭い｣､ ｢皮がある｣､ ｢口ざわりや舌ざわり｣､ ｢おいしく
ない｣､ ｢その他｣ の６項目について調査した結果を図２－
２に示した｡ 市街部､ 農村部の両地域において､ 地域差
は認められず､ ｢骨がある｣ が高い数値を示し､ 市街部
53.8％､ 農村部55.9％であった｡ 次に､ 魚介類を嫌う理
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めに､ ｢１日に２回以上｣､ ｢１日１回｣､ ｢２～３日に１








示した｡ 魚介類が ｢大好き｣ と回答した児童が ｢３日に
１回以上｣ 魚介類を摂取する割合は､ 市街部で65.9％､
農村部で61.4％であった｡ 逆に､ ｢大嫌い｣ と答えた児
童が､ ｢３日に１回以上｣摂取する割合は､ 市街部で39.3














と回答した割合が最も高く､ 次いで ｢切り身｣､ ｢内臓・
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目は､ ｢つやがある｣､ ｢身がぶよぶよしていない｣､ ｢目















部で､ あさり､ あじ､ さんまであり､ 農村部で､ かに､
たこ､ さけの順であった｡ また､ 両地域ともに知名度が








































































































類､ 農村部で11種類であり､ さけ､ かに､ いか､ その他
大衆魚のいわし､ あじ､ さばなどであり､ 市街部の方が




また､ 魚介類の嗜好度については､ 市街部では､ まぐ



















































(6) 魚介類の調理法に関する知名度､ 食経験､ 嗜好度
児童における魚介類の調理法の知名度について図11に
示した｡ 地域間に差はなく､ 80％以上の児童が知ってい
ると答えた調理法は､ 上位から ｢さしみ｣､ ｢塩焼き｣､
｢煮つけ｣､ ｢唐揚げ｣､ ｢フライ｣ の順であった｡ 逆に知
名度の低いものは､ ｢揚げ煮｣､ ｢みそ焼き｣､ ｢蒸し物｣､
｢みそ煮｣ であり､ これらは日本の伝統的な調理法であっ
た｡
また､ 魚介類の食経験では､ 地域間に差はなく､ 魚介
類の知名度と同様の傾向を示していた｡
魚介類の調理法に関する嗜好度では､ 児童が好む調理
法は､ ｢さしみ｣､ ｢塩焼き｣､ ｢唐揚げ｣､ ｢フライ｣､ ｢バ










































































































































































ジは､ おいしい､ くさい､ 食べにくい食品であり､ 坂本
らの児童の調査の味は､ おいしいというイメージを持ち､
匂いについては悪印象を持っていたとの結果と一致して
いた17｡ また､ 本研究では､ 魚の嗜好とイメージの比較
で､ 魚介類を好きな児童は､ おいしいと良いイメージを







た｡ 児童を対象にした調査で､ 山本らは､ 魚介類は児童





























































１) 児童の食事をする目的は､ ｢生きるため｣ が約60％
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と最も多く､ 次いで ｢おなかがすくから｣､ ｢おいしい
か｣ の順であり､ 地域差は認められなかった｡


































は､ 両地域ともに､ かに､ のりなどであり､ 市街部に
おいては､ まぐろが高い数値を示していた｡
10) 魚介類の調理法では､ 知名度､ 食経験ともに ｢さし
み｣､ ｢塩焼き｣､ ｢煮つけ｣､ ｢フライ｣､ ｢からあげ｣ の
割合が高く､ 逆に日本の伝統料理である ｢みそ煮｣､
｢みそ焼き｣､ ｢揚げ煮｣､ ｢蒸し物｣ は低い数値を示し
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